


3t未満 3t～5t
5t～
10t

のり類
養 殖

かき類
養 殖

平. 10 7,312 7,020 580 － － 2,484 607 476 229 2,644 843 257

15 6,506 6,204 546 6 － 2,419 540 470 217 2,006 604 236

20 5,155 4,888 359 4 792 992 574 443 176 1,548 517 230

79.2 78.8 65.8 66.7 － 73.7 106.3 94.3 81.1 77.2 85.6 97.5

△ 1351 △ 1316 △ 187 △ 2 － △ 635 34 △ 27 △ 41 △ 458 △ 87 △ 6

※平成15年以前は船外機付漁船は3t未満に含まれていた。（今回も対比等では3t未満に含む。）

（つづき）

沿岸漁業層
海面養殖

真 珠
養 殖

わかめ
類養殖

ぶり類
養 殖

まだい
養 殖

その他
養 殖

平. 10 859 67 36 446 136 286 179 43 39 25 6

15 688 73 20 287 98 299 186 52 36 25 3

20 469 48 12 187 85 264 176 48 23 17 3

68.2 65.8 60.0 65.2 86.7 88.3 94.6 92.3 63.9 68.0 100.0

△ 219 △ 25 △ 8 △ 100 △ 13 △ 35 △ 10 △ 4 △ 13 △ 8 0

合 計
計

船外機
付漁船

対比20／15
（％）

区 分

対比20／15
（％）

対差20－15

対差20－15

定 置
網・地
びき網

区 分

中小
漁業層
(t)

大規模
漁業層
1000t
以上

10以上
20未満

20以上
50未満

50以上
100未
満

100以上
1000未

満

表－1 漁業層別・階層別経営体数

動力漁船
漁 船
非使用

沿 岸 漁 業 層

無動力
漁 船

海 面
養 殖



（２）漁業層別・規模別経営体数

1,000トン未満）

中小漁業層の経営体数は264経営体
で前回に比べ35経営体（11.7％）減
少しました。

また、海面養殖階層が458経営体
（22.8％）と大きく減少し、真珠養
殖が前回より219経営体（31.8％）減
少したのをはじめ、かき類養殖がほ
ぼ横ばいなことを除き、主要養殖業
が総じて減少しました。

階層別にみると、動力漁船階層の
「3～5トン」が微増していることを
除き、「3トン未満」が635経営体
（26.3％）、漁船非使用が187経営体
（34.2％）等総じて減少しました。

イ 中小漁業層（動力10トン以上

ア 沿岸漁業層（漁船非使用、無動力漁船、船外機付漁船、動力漁船10トン未満、定置
網・地びき網、海面養殖）

ウ 大規模漁業層（動力1000トン以上）

大規模漁業層の経営体数は3経営体で前回と同じでした。

階層別にみると「10～20トン」｢20
～50トン」はほぼ横ばいですが、
「50～100トン」が前回より13経営体
（36.1％）、「100～1000トン」が8
経営体（32.0％）と大きく減少して
います

沿岸漁業層の経営体数は4,888経営体で前回に比べ1,316経営体（21.2％）減少しま
した。特に船外機付漁船を含む3トン未満の減少が著しくなっています。

図－2  経営体階層別前回差
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漁 業
が 主

漁 業
が 従

平. 10 7312 7086 2695 2435 1956 226 69 17 6 129 5

15 6506 6312 2672 2081 1559 194 68 8 3 108 7

20 5155 4998 2637 1102 1259 157 64 3 2 87 1

79.2 79.2 98.7 53.0 80.8 80.9 94.1 37.5 66.7 80.6 14.3

△ 1351 △ 1314 △ 35 △ 979 △ 300 △ 37 △ 4 △ 5 △ 1 △ 21 △ 6

（３） 経営組織別経営体数

漁業経営体を経営組織別にみると、個人経営体数は4,998経営体で前回
より1,314経営体（20.8％）、団体経営体数は157経営体で前回より37経営
体（19.1％）減少しました。

個人経営体を専業、兼業別にみると、専業は2,637経営体と前回に比べ
35経営体（1.3％）、兼業のうち「漁業が主」は979経営体（47.0％）、
「漁業が従」は300経営体（19.2％）減少しました。

個人経営体の専業、兼業の動向をみると、専業は昭和63年以降増加傾向
でありましたが、平成15年からはわずかずつ減少となっています。また、
兼業については大きく減少しています。

専 業

個 人 経 営

ア 個人経営

漁業協
同組合

イ 団体経営

団体経営を組織別にみると、最も多い共同経営は前回より21経営体
（19.4％）減少して87経営体に、漁業協同組合は5経営体(62.5%)減少して
3経営体、漁業生産組合も1経営体(33.3%)減少して2経営体になりました。

団 体 経 営

計
会 社
経 営

共 同
経 営

その他
漁業生
産組合

表-2 経営組織別経営体数

対比20／15
（％）

対差20－15

兼 業
区 分 合 計

計

図－3 個人経営の専兼業別経営体数の推移
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平. 10 7,312 13,836 492 6,277 7,067 42,692 6.0

15 6,506 12,108 404 5,702 6,002 38,396 6.4

20 5,155 10,275 177 5,065 5,033 31,804 6.3

79.2 84.9 43.8 88.8 83.9 82.8 98.8

△ 1351 △ 1833 △ 227 △ 637 △ 969 △ 6592 △ 0.1

対比20／15
（％）

対差20－15

３ 使用漁船隻数

表－5 使用漁船隻数

一隻あ
たり平
均ﾄﾝ数

動力漁船

区 分
無動力漁
船 隻 数

合計隻数
船外機付
漁船隻数 隻 数

合 計
トン数

漁業経営体が過去1年間に漁業生産
に使用し、かつ調査期日現在保有して
いる漁船の使用隻数は10,275隻で前回
に比べ1,833隻（15.1％）減少しまし
た。

漁船を種類別にみると、無動力漁船
が177隻で前回より227隻（56.2％）、
船外機付漁船が5,065隻で637隻
（11.2％）、動力漁船が5,033隻で969
隻(16.1％)それぞれ減少しました。

動力漁船の合計トン数は31,804トン
で前回より6,592トン減少しました。

1隻あたりの平均トン数は6.3トンで
前回より0.1トン減少しました。

漁 業 経 営
体 数

図－8 使用漁船隻数
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図－9 動力漁船の平均トン数
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